
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フィルムの現像処理を行うフィルムプロセッサと、フィルムの画像を読み取る画像入力装
置と、を一体化した感光材料処理装置であって、
前記フィルムプロセッサのフィルム入口側と前記画像入力装置のフィルム入口側に設けら
れ、フィルムの磁気情報を読取る磁気情報読取手段と、
フィルムがフィルムプロセッサで現像処理されたことがセンサにより検出されたときに、
前記画像入力装置に設けた磁気情報読取手段と前記フィルムプロセッサを通過した後のフ
ィルムとを離間させる離間手段と、
を設けたことを特徴とする感光材料処理装置。
【請求項２】
フィルムの現像処理を行うフィルムプロセッサと、感光材料にフィルムの画像を焼き付け
るプリンタと、を一体化した感光材料処理装置であって、
前記フィルムプロセッサのフィルム入口側と前記プリンタのフィルム入口側に設けられ、
フィルムの磁気情報を読取る磁気情報読取手段と、
フィルムがフィルムプロセッサで現像処理されたことがセンサにより検出されたときに、
前記プリンタに設けた磁気情報読取手段と前記フィルムプロセッサを通過した後のフィル
ムとを離間させる離間手段と、
を設けたことを特徴とする感光材料処理装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、感光材料処理装置に係り、特に、磁気情報を有したフィルムを処理する感光材
料処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、フィルムのバック面に磁気媒体を塗布して、磁気情報を記録できるフィルムが提案
されている。その磁気情報は、フィルムに初めから入力されている情報やカメラで入力さ
れた情報等がある。
【０００３】
ラボでは、この磁気情報（例えば、フィルムの種類、感度、シャッター速度、絞りの値、
ストロボの有無、被写体までの距離、被写体照明光の色温度、撮影時の日付、ユーザーＩ
Ｄ等）を読み取ってプリントに利用でき、従来のプリントより質の高いプリントが可能と
なる。
【０００４】
例えば、撮影時にストロボを使用した場合、ラボでその事を知らずにプリントすると、機
器で自動補正を行っても補正しきれない場合が考えられる。しかし、ラボでフィルムから
その情報を読み取れば、その情報に基づいて補正を行えるため、カラーバランスの良い質
の高いプリントができる。
【０００５】
ところで、磁気情報は、磁気ヘッドをフィルムの磁気層に接触させることにより再生する
ことが考えられるが、オーディオテープやビデオテープ等の例からもわかるように、磁気
ヘッドに磁気層が摺動することによって磁気ヘッドに汚れが蓄積されることが想像される
。
【０００６】
実際に、現像処理後のフィルムの磁気層には接着感があり、磁気ヘッドとの摺動で汚れを
発する。これは、現像処理直後のフィルムに顕著である。フィルムは、プロセッサ部で各
種薬品によって処理されたとき、磁気層に処理液が付着する（あるいは磁気層が処理液に
よって反応する）。このフィルムが磁気ヘッドに接触することで汚れが磁気ヘッドに転写
すると考えられる。
【０００７】
磁気ヘッドが汚れると、フィルムとのヘッドタッチが悪化し、磁気的なロスを生じて再生
出力が低下する。さらにヘッドタッチが悪化すると、記録信号が判断できなくなるレベル
まで再生出力が低下することがある。
【０００８】
よって、現像処理後のフィルムの磁気情報を再生する磁気ヘッドには、比較的短いサイク
ルで定期的なメインテナンス（清掃）が必要となる。
【０００９】
また、ラボでは、フィルムの現像処理とプリントを行っている。ミニラボと言われる規模
のラボ機器には、フィルムを現像するフィルムプロセッサと処理されたフィルムをカラー
ペーパーにプリントするプリンタプロセッサがある。
【００１０】
最近では、このフィルムプロセッサとプリンタプロセッサとを一体にしたＮＰ一体型自動
現像機と呼ばれる感光材料処理装置が登場している。このＮＰ一体型自動現像機では、フ
ィルムプロセッサとプリンタプロセッサとが一体にされているため、迅速にプリントを得
ることができる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このようなＮＰ一体型自動現像機においても、磁気ヘッドを設けたものでは定期
的なメインテナンスは必要であり、メインテナンス時には処理が中断されるため、処理効

10

20

30

40

50

(2) JP 3581195 B2 2004.10.27



率が低下する問題が生じる。このため、メインテナンスの回数を出来るかぎり少なくし、
効率的に処理を行いたいという要望がある。
【００１２】
本発明は上記事実を考慮し、効率的にプリントの高速処理を行うことのできる感光材料処
理装置を提供することが目的である。
【００１３】
【課題を解決するための手段】

【００１４】
フィルムプロセッサとプリンタとを一体化した感光材料処理装置では、フィルムプロセッ
サでフィルムの現像処理が行われ、現像処理の行われたフィルムを用いてプリンタがプリ
ントを行う。フィルムプロセッサとプリンタとが一体化しているので、フィルムの現像か
ら露光までの一連の処理を効率的に行うことができる。なお、プリンタに感光材料（印画
紙）の現像処理を行うプロセッサを連結することによりプリントを得るまでの一連の処理
を効率的に行うことができ、プリントを迅速に得ることができる。
【００１５】
また、フィルムプロセッサのフィルム入口側とプリンタのフィルム入口側にフィルムの磁
気情報を読取る磁気情報読取手段が設けられているため、磁気情報が記録されたフィルム
を処理する場合には、何れか一方の磁気情報読取手段によって磁気情報を読み取る。
【００１６】
請求項１に記載の感光材料処理装置において、例えば、既に現像処理がなされたフィルム
を処理する場合（例えば再プリントを行う場合）には、プリンタのフィルム入口からフィ
ルムを入れ、フィルムの磁気情報の読み取りはプリンタのフィルム入口側に設けられた磁
気情報読取手段を用い、フィルムプロセッサの磁気情報読取手段は用いない。フィルムの
画像は、プリンタのフィルム入口側に設けられた磁気情報読取手段で読み取った磁気情報
に基づいて印画紙等の感光材料に焼き付けられる。
【００１７】
また、未現像のフィルムを処理する場合（例えば、同時プリントを行う場合）には、フィ
ルムプロセッサのフィルム入口からフィルムを入れ、フィルムの磁気情報の読み取りはフ
ィルムプロセッサのフィルム入口側に設けられた磁気情報読取手段を用い、プリンタの磁
気情報読取手段は用いない。
【００１８】

【００１９】

オペレーターが離間手段にフィ
ルムプロセッサにフィルムを通過させたことを指示しても良い。
【００２０】
フィルムの画像は、フィルムプロセッサのフィルム入口側に設けられた磁気情報読取手段
で読み取った磁気情報に基づいて印画紙等の感光材料に焼き付けられる。
【００２１】
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請求項１に記載の発明は、フィルムの現像処理を行うフィルムプロセッサと、感光材料に
フィルムの画像を焼き付けるプリンタと、を一体化した感光材料処理装置であって、前記
フィルムプロセッサのフィルム入口側と前記プリンタのフィルム入口側に設けられ、フィ
ルムの磁気情報を読取る磁気情報読取手段と、フィルムがフィルムプロセッサで現像処理
されたことがセンサにより検出されたときに、前記プリンタに設けた磁気情報読取手段と
前記フィルムプロセッサを通過した後のフィルムとを離間させる離間手段と、を設けたこ
とを特徴としている。

即ち、この感光材料処理装置では、フィルムプロセッサを通過した現像後のフィルムと磁
気情報読取手段とを、離間手段によって離間させてプリンタに送り込むことができる。こ
れによって、プリンタに設けた磁気情報読取手段に、フィルムプロセッサを通過した現像
後のフィルムが接触しない。

　この感光材料処理装置では、フィルムがフィルムプロセッサで現像処理されたことがセ
ンサにより検出されると、離間手段が駆動される。なお、



フィルムプロセッサの磁気情報読取手段には、現像処理前の汚れ成分の殆ど無いフィルム
（同時プリントに用いる未現像のフィルム）のみが接触することになる。したがってフィ
ルムプロセッサの磁気情報読取手段に汚れが生じ難い。
【００２２】
また、プリンタの磁気情報読取手段には、再プリントに用いる既に現像処理がなされたフ
ィルムのみが接触することになる。再プリントは、同時プリントより比率的に少ないため
、再プリントに使用されるフィルムだけであればプリンタの磁気情報読取手段には汚れは
生じ難い。
【００２３】

【００２４】
フィルムプロセッサと画像入力装置とを一体化した感光材料処理装置では、フィルムプロ
セッサでフィルムの現像処理が行われ、現像処理の行われたフィルムを用いて画像入力装
置（いわゆるスキャナー等）がフィルムの画像を読み取る。フィルムプロセッサと画像入
力装置とが一体化しているので、フィルムの現像から画像の読み取りまでの一連の処理を
効率的に行うことができる。
【００２５】
ここで、既に現像処理がなされたフィルムを処理する場合には、画像入力装置のフィルム
入口からフィルムを入れ、フィルムの磁気情報の読み取りは画像入力装置のフィルム入口
側に設けられた磁気情報読取手段を用い、フィルムプロセッサの磁気情報読取手段は用い
ない。
【００２６】
また、未現像のフィルムを処理する場合には、フィルムプロセッサのフィルム入口からフ
ィルムを入れ、フィルムの磁気情報の読み取りはフィルムプロセッサのフィルム入口側に
設けられた磁気情報読取手段を用い、画像入力装置の磁気情報読取手段は用いない。
【００２７】

【００２８】

【００２９】
フィルムの画像は、フィルムプロセッサのフィルム入口側に設けられた磁気情報読取手段
で読み取った磁気情報に基づいて印画紙等の感光材料に焼き付けられる。
【００３０】
フィルムプロセッサの磁気情報読取手段には、現像処理前の汚れ成分の殆ど無いフィルム
（未現像のフィルム）のみが接触することになる。したがってフィルムプロセッサの磁気
情報読取手段に汚れが生じ難い。
【００３１】
また、画像入力装置の磁気情報読取手段には、既に現像処理がなされたフィルムのみが接
触することになる。既に現像処理がなされたフィルムは再プリントに用いられるものであ
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請求項２に記載の発明は、フィルムの現像処理を行うフィルムプロセッサと、フィルムの
画像を読み取る画像入力装置と、を一体化した感光材料処理装置であって、前記フィルム
プロセッサのフィルム入口側と前記画像入力装置のフィルム入口側に設けられ、フィルム
の磁気情報を読取る磁気情報読取手段と、フィルムがフィルムプロセッサで現像処理され
たことがセンサにより検出されたときに、前記画像入力装置に設けた磁気情報読取手段と
前記フィルムプロセッサを通過した後のフィルムとを離間させる離間手段と、を設けたこ
とを特徴としている。

即ち、この感光材料処理装置では、フィルムプロセッサを通過した現像後のフィルムと磁
気情報読取手段とを、離間手段によって離間させて画像入力装置に送り込むことができる
。これによって、画像入力装置に設けた磁気情報読取手段に、フィルムプロセッサを通過
した現像後のフィルムが接触しない。

　この感光材料処理装置では、フィルムがフィルムプロセッサで現像処理されたことがセ
ンサにより検出されると、離間手段が駆動される。なお、オペレーターが離間手段にフィ
ルムプロセッサにフィルムを通過させたことを指示しても良い。



り、再プリントは同時プリントより比率的に少ないため、再プリントに使用されるフィル
ムだけであれば画像入力装置の磁気情報読取手段には汚れは生じ難い。
【００３２】
なお、画像入力装置で読み取った画像の情報及び磁気情報読取手段によって読み取った磁
気情報は、プリンタでの露光時に利用することができる。
【００３３】
このように、 に記載の感光材料処理装置では、各磁気情報読取手段に汚れが生じ
難いので、メインテナンス（清掃）の回数を減らすことができる。
【００４２】
なお、フィルムプロセッサ及び画像入力装置は、一体化していても良く、一体化していな
くても良い。
【００４３】
【発明の実施の形態】
［第１の実施の形態］
本発明の第１の実施形態を図１乃至図８にしたがって説明する。
【００４４】
図１に示すように、感光材料処理装置１０は、フィルムプロセッサ１２及びプリンタプロ
セッサ１４を備えている。
（フィルムプロセッサ）
図１及び図２に示すように、フィルムプロセッサ１２は、露光済みのフィルム１６を収容
したカートリッジ１７を装着する装着部１８、フィルム１６に設けられた磁気記録情報を
読取る磁気情報再生部２０及びフィルム１６を現像処理するフィルム現像部２２を備えて
いる。
【００４５】
図１に示すように、装着部１８と磁気情報再生部２０との間には、隔壁２４が設けられて
おり、この隔壁２４には、フィルム１６を挿入するスリット状のフィルム投入口２６が形
成されている。
【００４６】
図３に示すように、本実施形態に用いるフィルム１６には、幅方向の端部にパーフォレー
ション１６Ａが設けられている。また、フィルム１６には、パーフォレーション１６Ａを
避けて、長手方向に沿って磁気記録部としての透光性のトラック１６Ｂが形成されている
。このトラック１６Ｂには、フィルム１６及びフィルム１６の各画像コマ１６Ｃに関する
情報が記録されており、また、記録されている情報の書換え、新たな情報の記録が可能と
なっている。
【００４７】
磁気情報再生部２０には、対向ローラ２８、３０が設けられている。これらの対向ローラ
２８、３０は、図示しない搬送ローラによって搬送されるフィルム１６のトラック１６Ｂ
に対向する位置に回転自在に配置されている。
【００４８】
対向ローラ２８、３０には、磁気情報書き込み用の記録ヘッド３４、磁気情報を読み出す
読取ヘッド３２が対向している。
【００４９】
記録ヘッド３４と読取ヘッド３２は、互いに接近した状態でベース板３６に取り付けられ
ており、ヘッドギャップ部が対向ローラ２８、３０に対向している。
【００５０】
この記録ヘッド３４及び読取ヘッド３２は、それぞれ図示しない制御装置に接続されてお
り、この制御装置からの信号に応じた磁気情報をフィルム１６のトラック１６Ｂに記録す
ると共に、トラック１６Ｂに記録されている磁気情報を読み出して制御装置へ出力する磁
気情報記録読取装置を構成している。なお、記録ヘッド３４によってフィルム１６に磁気
情報を記録するときには、読取ヘッド３２によって記録した磁気情報を読み出して、正確
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請求項２



に磁気情報が記録されたかを確認するようになっている。
【００５１】
図３及び図４に示すように、ベース板３６には、フィルム１６の搬送方向（矢印Ａ方向）
に沿った両側にガイド板３８が設けられている。
【００５２】
図５に示すように、このガイド板３８は、側面３８Ａがフィルム１６の幅方向の端面に対
向するようになっている。ガイド板３８の側面３８Ａがフィルム１６の幅方向の端面に当
接した状態では、記録ヘッド３４のヘッドギャップ部及び読取ヘッド３２のヘッドギャッ
プ部がそれぞれフィルム１６のトラック１６Ｂと対向した位置となっている（図３参照）
。
【００５３】
ベース板３６は、フィルム１６の幅方向（図５に示す矢印Ｂ方向）に沿って移動するよう
にブロック３７に支持されている。
【００５４】
ベース板３６は、圧縮コイルバネ４０によってガイド板３８の側面３８Ａがフィルム１６
の幅方向の側面に当接するように付勢されている。これによって、ベース板３６に設けら
れた記録ヘッド３４と読取ヘッド３２は、図３に示すように、常に、フィルム１６の幅方
向の側面から一定の距離にあるトラック１６Ｂに対向される。
【００５５】
図２に示すように、フィルム現像部２２には、現像液を貯留した現像槽４２、漂白液を貯
留した漂白槽４４、それぞれに定着液を貯留した第１定着槽４６、第２定着槽４８、水洗
水を貯留した水洗槽５０及び第１安定浴槽５２、第２安定浴槽５４、第３安定浴槽５６が
連続して設けられ、第３安定浴槽５６の下流側には乾燥室５８が設けられており、カート
リッジ１７から引き出されたフィルム１６を、現像槽４２、漂白槽４４、第１定着槽４６
、第２定着槽４８、水洗槽５０、第１安定浴槽５２、第２安定浴槽５４及び第３安定浴槽
５６を経て順次搬送して、現像、漂白、定着、水洗及び安定浴処理する。
【００５６】
これらの処理液に処理されたフィルム１６は、乾燥室５８へ送り込まれ、図示しないヒー
タとファンの乾燥風発生手段によって空気を加熱して発生された乾燥風が吹き付けられて
表面に付着している水分及び内部に滲み込んでいる水分が除去されて乾燥される。乾燥処
理の終了したフィルム１６は、リザーバ部６０へ送り出される。
（プリンタプロセッサ）
図１及び図２に示すように、プリンタプロセッサ１４には、フィルムプロセッサ１２のリ
ザーバ部６０の側方に磁気情報再生部６２が設けられている。この磁気情報再生部６２は
、フィルムプロセッサ１２の磁気情報再生部２０と同一構造であるので説明は省略する。
【００５７】
磁気情報再生部６２の矢印Ａ方向側には、画像露光部６４が配置されている。この画像露
光部６４は、下部にペーパー供給部６６を備えている。ペーパー供給部６６には、ロール
状の印画紙６８を収容したペーパーマガジン７０を装着するようになっている。
【００５８】
画像露光部６４では、現像処理済のフィルム１６を順次引き入れると共に、ペーパーマガ
ジン７０から印画紙６８を引出して、印画紙６８へフィルム１６に記録されている画像を
露光する。このとき、リザーバ部６０でフィルム現像部２２でのフィルム１６の搬送速度
と画像露光部６４でのフィルム１６の搬送速度の差が吸収される。
【００５９】
画像露光された印画紙６８は、矢印Ｂ方向側の印画紙現像部７２へ向けて画像露光部６４
から送り出される。この画像露光部６４と印画紙現像部７２の間には、図示しないリザー
バ部が設けられており、画像露光部６４での印画紙６８の搬送速度と印画紙現像部７２で
の印画紙６８の搬送速度の差が吸収される。
【００６０】

10

20

30

40

50

(6) JP 3581195 B2 2004.10.27



印画紙現像部７２は、印画紙６８の搬送方向に沿って順に、現像液を貯留する現像槽７４
、漂白定着液を貯留する漂白定着槽７６、それぞれにリンス液を貯留する第１リンス槽７
８、第２リンス槽８０、第３リンス槽８２が設けられ、リザーバ部７４から露光済の印画
紙６８を引き入れて、現像槽７４、漂白定着槽７６、第１リンス槽７８、第２リンス槽８
０及び第３リンス槽８２内を順に搬送し、現像、漂白定着及び水洗処理を施すようになっ
ている。
【００６１】
第３リンス槽８２の印画紙６８搬送方向下流側には、乾燥室８４が設けられている。この
乾燥室８４では、図示しないヒータとファンによる乾燥風発生手段によって空気を加熱し
て乾燥風を発生させ、この乾燥風を印画紙６８の表面に吹き付け、印画紙６８の表面に付
着している水分を除去すると共に、印画紙６８の内部の水分を除去して印画紙６８を乾燥
させるようになっている。
【００６２】
乾燥室８４で乾燥処理の終了した印画紙６８は、ペーパー排出ブロック８３を介して感光
材料処理装置１０の機外へ排出される。この時、印画紙６８は露光された画像コマ毎に切
断されて排出されるようになっている。
【００６３】
なお、画像露光部６４には、フィルム１６の画像コマを配置するネガキャリア８５設けら
れている。
【００６４】
ネガキャリア８５の上側には、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ）及びＣ（シアン）の各色
の調整する色調整フィルタ、赤外線を吸収する赤外線吸収フィルタ及び光源（共に図示せ
ず）を備えた光源部８６が設けられている。
【００６５】
ネガキャリア８５の下側には、シャッター、プリント用レンズ（共に図示せず）が設けら
れており、シャッターを退避させたときに、フィルム１６を通過した光がプリント用レン
ズを透過して印画紙６８を露光する。
【００６６】
なお、制御装置は、フィルム１６に記録された画像に応じて印画紙６８を露光するときの
シャッターの開閉時間、色調整フィルタの調整等を行うようになっている。また、この画
像露光部６４には、ネガキャリア８５とシャッターの間に切換ミラーを突出可能に配置し
、この切換ミラーによってフィルム１６を透過した光を濃度センサに導き、印画紙６８へ
露光する画像コマの濃度を測定し、露光時の補正を行うようになっている。
【００６７】
図１及び図２に示すように、プリンタプロセッサ１４の外装ケース９２には、矢印Ｂ方向
側にスリット状のフィルム排出部９８が設けられている。
【００６８】
図６に示すように、フィルムプロセッサ１２には、リーザバ部６０よりもフィルム１６の
搬送方向下流側に、搬送ローラ１００、１０２が設けられている。
【００６９】
リーザバ部６０と搬送ローラ１００との間の印画紙搬送経路の上方には、フィルムプロセ
ッサ１２のケーシング９２の上面に設けられた途中挿入口１０６から挿入されるフィルム
１６を搬送ローラ１０２へ導くための搬送ローラ１０８、１１０が設けられている。
【００７０】
また、搬送ローラ１０２よりもフィルム１６の搬送方向下流側には、搬送経路切換装置１
１２が設けられている。この搬送経路切換装置１１２は、フレーム１１４を備えており、
このフレーム１１４にフィルム１６を搬送する搬送ローラ１１６、１１８、１２０が設け
られている。
【００７１】
このフレーム１１４は、搬送ローラ１１６付近を回転中心として揺動自在に支持されてお
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り、ソレノイド１２２によって図６に示すような水平状態と、図７に示すようなフィルム
１６の搬送方向下流側が下がった状態とに切り換えられるようになっている。
【００７２】
また、搬送ローラ１０８と搬送ローラ１１０との間には、途中挿入口１０６から挿入され
たフィルム１６を検出するセンサ１２４が設けられており、搬送ローラ１００の上流側に
は、フィルム現像部２２から搬送されたフィルム１６を検出する検出手段としてのセンサ
１２６が設けられている。
【００７３】
なお、センサ１２４、センサ１２６及びソレノイド１２２は、制御装置に連結されており
、制御装置は、センサ１２４、センサ１２６からのフィルム検出信号に基づいてソレノイ
ド１２２を制御する。
【００７４】
図７に示すように、フィルム１６の搬送方向下流側が下がった状態とされた搬送経路切換
装置１１２の前方には、バイパス１２８の入口が位置している。
【００７５】
バイパス１２８には、搬送ローラ１３０、１３２、１３４、１３６が設けられており、フ
ィルム１６は、磁気情報再生部６２の下方を通り、磁気情報再生部６２の下流側に設けら
れた搬送ローラ１３８へ向けて搬送されるようになっている。
【００７６】
次に、本実施形態の作用を説明する。
【００７７】
感光材料処理装置１０では、同時プリントの処理と再プリントの処理とでは、フィルム１
６の挿入部位が異なる。
【００７８】
同時プリントの処理では、先ず、撮影済のフィルム１６を収容したカートリッジ１７を装
着部１８に装着する。次に、撮影済のフィルム１６をカートリッジ１７から引出し、磁気
情報再生部２０、現像槽４２、漂白槽４４、第１定着槽４６、第２定着槽４８、水洗槽５
０、第１安定浴槽５２、第２安定浴槽５４、第３安定浴槽５６内を連続して搬送し、現像
、漂白、定着、水洗及び安定浴処理を行った後、乾燥室５８内を搬送しながら乾燥風によ
って加熱乾燥し、現像処理を終了させてリザーバ部６０へ送り出す。
【００７９】
同時プリントの処理では、フィルム１６の磁気情報を現像処理前にフィルムプロセッサ１
２の磁気情報再生部２０で読み取る。
【００８０】
一方、センサ１２６により、フィルムプロセッサ１２で現像処理されたフィルム１６がプ
リンタプロセッサ１４へ搬送されることが検出されると、ソレノイド１２２が作動してフ
レーム１１４は、フィルム１６の搬送方向下流側が下がった状態に切り換えられ（図７参
照）、フィルム１６はバイパス１２８を介して画像露光部６４へ搬送される。
【００８１】
画像露光部６４では、現像処理の終了したフィルム１６を引き入れると、印画紙６８をペ
ーパーマガジン７０から引出し、フィルム１６に記録された画像に応じて印画紙６８を露
光した後、リザーバ部へ送り出す。
【００８２】
リザーバ部へ送り出された露光済の印画紙６８は、印画紙現像部７２内の現像槽７４、漂
白定着槽７６、第１リンス槽７８、第２リンス槽８０、第３リンス槽８２内を連続して搬
送され、現像、漂白定着、リンス処理が行われると、次に乾燥室８４内を搬送され、乾燥
室８４内で乾燥風によって加熱乾燥されたのちに機外へ排出される。
【００８３】
なお、画像露光部６４でフィルムプロセッサ１２の磁気情報再生部２０で読み取ったフィ
ルム１６の磁気情報を基にして露光を行うことができるので、質の高いプリントを得るこ

10

20

30

40

50

(8) JP 3581195 B2 2004.10.27



とができる。
【００８４】
一方、再プリントの処理では、図８に示すように、フィルム１６をフィルムプロセッサ１
２の途中挿入口１０６から挿入する。センサ１２４により、途中挿入口１０６から挿入さ
れたフィルム１６が検出されると、ソレノイド１２２が作動してフレーム１１４は、水平
状態に切り換えられ、フィルム１６は磁気情報再生部６２を介して画像露光部６４へ搬送
される。
【００８５】
画像露光部６４では、途中挿入口１０６から挿入されたフィルム１６を引き入れると、印
画紙６８をペーパーマガジン７０から引出し、フィルム１６に記録された画像に応じて印
画紙６８を露光した後、リザーバ部へ送り出し、以降は同時プリントの処理と同様に現像
、漂白定着、リンス処理、加熱乾燥されたのちに機外へ排出される。
【００８６】
なお、再プリントの処理では、画像露光部６４で磁気情報再生部６２で読み取ったフィル
ム１６の磁気情報を基にして露光を行うことができるので、質の高いプリントを得ること
ができる。
【００８７】
ここで、磁気情報再生部２０を通過するフィルム１６は、現像処理前であるために汚れ成
分は殆ど無い。このため、磁気情報再生部２０の記録ヘッド３４及び読取ヘッド３２は汚
れ難く、メインテナンス（清掃）の回数を減らすことができる。
【００８８】
また、磁気情報再生部６２は、同時プリント用のフィルム１６が通過しない分、読取ヘッ
ド３２に汚れが生じ難い。つまり、再プリントの処理は、同時プリントの処理より比率的
に少ないため、再プリントだけであれば、磁気情報再生部６２の読取ヘッド３２はさほど
汚れない。したがって、磁気情報再生部６２の読取ヘッド３２のメインテナンス（清掃）
の回数を減らすことができる。
【００８９】
このように、本実施形態では、磁気情報再生部２０の記録ヘッド３４及び読取ヘッド３２
、磁気情報再生部６２の読取ヘッド３２に汚れが生じ難いため、全体的にヘッド部分のメ
インテナンス（清掃）の回数を減らすことができる。
【００９０】
また、メインテナンス（清掃）の回数が減ることによって処理の中断が減り、効率的に処
理を行うことができる。
［第２の実施形態］
本発明の第２の実施形態を図９及び図１０にしたがって説明する。なお、第１の実施形態
と同一構成に関しては同一符号を付しその説明は省略する。
【００９１】
図９に示すように、本実施形態の感光材料処理装置１０では、搬送経路切換装置１１２及
びバイパス１２８が設けられていない。このため、フィルム１６の搬送経路が、搬送経路
切換装置１１２が無い分だけ短縮されている。
【００９２】
本実施形態の磁気情報再生部６２は、磁気ヘッドユニット２００と、ローラユニット２０
２とから構成され（図１０（Ａ）参照）、フィルム１６を挟持して、搬送中のフィルム１
６から磁気情報を読み取る（再生する）ことができるようになっている。また、磁気ヘッ
ドユニット２００と、ローラユニット２０２とは、相対的に離間または接近可能である。
次に、この構成について説明する。
【００９３】
図１０（Ａ）に示すように、プレート２０４Ａには、開口部が穿設されており、プレート
２０４Ａの上面には、アタッチメント２０６が固定されている。このアタッチメント２０
６のフィルム側にガイド２０８に保持された読取ヘッド３２が固定されている。この読取
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ヘッド３２の出力端は、再生された信号が制御装置に入力されるように制御装置に接続さ
れる。これにより、フィルム１６を搬送させながら既に記録された情報の再生が可能であ
る。
【００９４】
このガイド２０８は、読取ヘッド３２の先端部分がフィルム１６の搬送路付近に位置する
ように調整されている。また、プレート２０４Ｂには開口部が穿設されており、この開口
部にはローラ２１２が位置するようになっている。このローラ２１２はベアリング機構２
１４に回動可能に軸支され、このベアリング機構２１４はアーム２１６の先端部（図の左
側先端部）付近に固定されている。
【００９５】
アーム２１６の後端部（図の右側端部）は、プレート２０４Ｂに穿設された開口部から所
定距離隔てた位置に形成された軸受部２０４Ｃにアーム２１６が旋回可能（図１０（Ａ）
の矢印Ｃ方向及び逆方向）に軸支されている。
【００９６】
このアーム２１６の長手方向略中腹部にはバネ２１８の一端が固定され、バネ２１８の他
端はプレート２０４Ｂに固定されている。このバネ２１８の弾性力により、ローラ２１２
が読取ヘッド３２に付勢される。
【００９７】
また、アーム２１６のバネ２１８が固定された部位とアーム２１６の後端部（軸受部２０
４Ｃ）の中腹部位には、スピンドル２２０の先端部２２０Ａが軸支されている。このスピ
ンドル２２０は制御装置に接続されたソレノイド２２２の可動子として機能する。
【００９８】
ソレノイド２２２がオンのときはソレノイド２２２にバネ２１８の弾性力に抗する吸引力
が発生し、スピンドル２２０が図１０（Ａ）矢印Ｄ方向に移動する。これにより、テコの
原理によってアーム２１６の先端部が図１０（Ａ）矢印Ｃの逆方向に旋回し、図１０（Ｂ
）に示すように読取ヘッド３２に対するローラ２１２の付勢力が解除される。
【００９９】
一方、ソレノイド２２２がオフになると、バネ２１８の弾性力により、図１０（Ａ）に示
すようにローラ２１２が読取ヘッド３２に付勢される。
【０１００】
なお、本実施形態では、ローラ２１２、アーム２１６、バネ２１８、ソレノイド２２２、
制御装置等によって本発明の離間手段が構成されている。
【０１０１】
本実施形態では、センサ１２４により、途中挿入口１０６から挿入されたフィルム１６が
検出されると、ソレノイド２２２がオフにされローラ２１２が読取ヘッド３２に付勢され
てフィルム１６を所定の力で読取ヘッド３２に押圧する（図１０（Ａ）参照）。これによ
って、読取ヘッド３２にてフィルム１６の磁気情報を正しく読み取ることができる。
【０１０２】
また、センサ１２６により、現像処理直後のフィルム１６が検出されると、ソレノイド２
２２がオンにされ、読取ヘッド３２に対するローラ２１２の付勢力が解除される（図１０
（Ｂ）参照）。これにより、フィルム１６が読取ヘッド３２に押圧されなくなり、読取ヘ
ッド３２に汚れが生じ難くなる。
【０１０３】
なお、読取ヘッド３２に対するローラ２１２の付勢力が解除された際に、フィルム１６が
読取ヘッド３２から若干量離間するように読取ヘッド３２を位置決めしても良い。
【０１０４】
上記では、固定側の磁気ヘッドユニット２００に対して、ローラユニット２０２が移動す
ることによって、各々が相対的に離間または接近できる構成について説明したが、ローラ
ユニット２０２を固定し、磁気ヘッドユニット２００を移動することで、磁気ヘッドとロ
ーラを相対的に離間または接近するようにしてもよい。
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【０１０５】
例えば、図１１（Ａ）に示すように、プレート２０４Ｂに穿設された開口部に対応する位
置に、ベアリング機構２１４に回動可能に軸支されたローラ２１２が固定される。
【０１０６】
一方、読取ヘッド３２はアーム２１６の先端部（図の左側先端部）付近に固定され、アー
ム２１６は、後端部（図１１右側端部）がプレート２０４Ａに穿設された開口部から所定
距離隔てた位置に形成された軸受部２０４Ｄに旋回可能（図１１の矢印Ｅ方向及び逆方向
）に軸支される。
【０１０７】
このアーム２１６の長手方向略中腹部にバネ２１８の一端が固定されると共に、バネ２１
８の他端がプレート２０４Ａに固定され、バネ２１８の弾性力により、ローラ２１２に読
取ヘッド３２が付勢される。
【０１０８】
また、アーム２１６のバネ２１８が固定された部位とアーム２１６の後端部（軸受部２０
４Ｄ）の中腹部位には、ソレノイド２２２の可動子として機能するスピンドル２２０の先
端部２２０Ａが軸支される。
【０１０９】
本実施形態では、ソレノイド２２２がオンのときは、スピンドル２２０が図１１矢印Ｆ方
向に移動し、テコの原理によってアーム２１６の先端部が図１１矢印Ｅの逆方向に旋回し
、図１１（Ｂ）に示すようにローラ２１２に対する読取ヘッド３２の付勢力が解除される
。
【０１１０】
一方、ソレノイド２２２がオフになると、バネ２１８の弾性力により、図１１（Ａ）に示
すようにローラ２１２に読取ヘッド３２が付勢される。
【０１１１】
本実施形態では、センサ１２４により、途中挿入口１０６から挿入されたフィルム１６が
検出されると、ソレノイド２２２がオフにされ読取ヘッド３２がローラ２１２に付勢され
て読取ヘッド３２にてフィルム１６の磁気情報を正しく読み取ることができる。
【０１１２】
また、センサ１２６により、現像処理直後のフィルム１６が検出されると、ソレノイド２
２２がオンにされ、ローラ２１２に対する読取ヘッド３２の付勢力が解除され（図１１（
Ｂ）参照）、読取ヘッド３２がフィルム１６に接触しないので、現像処理直後のフィルム
１６によって読取ヘッド３２に汚れを生じさせることがない。
［第３の実施形態］
本発明の第３の実施形態を図１２及び図１３にしたがって説明する。なお、前述した実施
形態と同一構成に関しては同一符号を付しその説明は省略する。
【０１１３】
図１２に示すように、本実施形態の感光材料処理装置１０は、フィルムプロセッサ１２及
びスキャナ３００を備えている。
【０１１４】
スキャナ本体３００Ａの側部には、テーブル３００Ｂが配設されており、このテーブル３
００Ｂ上にはモニタ３００Ｃ及びキーボード３００Ｄが載置されている。
【０１１５】
図１３に示すように、スキャナ本体３００Ａの内部には、光源３０２が備えられており、
光源３０２から照射される光線の光路Ｌに、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロ
ー）の各色のカットフィルタ及び光量の調節に用いられるＮＤフィルタから構成されるフ
ィルタ部３０４が配設されている。フィルタ部３０４の各フィルタは、ドライバ３０６か
らの信号に応じて、光路Ｌ上へ挿入又は離脱する。
【０１１６】
フィルタ部３０４の下方の光路Ｌには、光拡散筒３０８を介してネガキャリア３１０が配
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設されている。
【０１１７】
ネガキャリア３１０は、このネガキャリア３１０に搬送されたフィルム１６を搬送ローラ
３１２，３１４によって挟持して搬送するようになっている。
【０１１８】
ネガキャリア３１０の下方の光路Ｌには、ＣＣＤ素子より構成される露光量演算用センサ
３１６が配置されている。露光量演算用センサ３１６は、露光量演算部３１８に接続され
、露光量演算部３１８は撮像された画像のデータに基づいて各色濃度を演算する。演算さ
れた色濃度値は、露光量演算部３１８に接続された出力装置としての情報制御部３２０へ
入力するようになっている。
【０１１９】
ネガキャリア３１０と露光量演算用センサ３１６との間には、レンズ３２２及びハーフミ
ラー３２４が配置されている。レンズ３２２は、光路Ｌに沿って移動可能となっており、
これにより引伸倍率を変更することができる。
【０１２０】
ハーフミラー３２４は、フィルム１６の透過画像を通過及び反射させるようになっている
。反射された透過画像は、ＣＣＤ素子より構成されるビデオセンサ３２６に到達するよう
になっている。
【０１２１】
ビデオセンサ３２６は、画像処理部３２８を介してモニタ３００Ｃに接続されており、モ
ニタ３００Ｃにはフィルム１６に記録された画像がポジ画像として表示される。オペレー
タは、モニタ３００Ｃに表示されたポジ画像を目視し、次の工程におけるプリント作業時
の露光補正量をキーボード３００Ｄで入力する。撮像された画像の画像情報は、キーボー
ド３００Ｄから入力された補正値により補正（加工）することができるようになっている
。なお、ビデオセンサ３２６及び画像処理部３２８が本発明の画像入力装置に相当する。
【０１２２】
画像処理部３２８は、情報制御部３２０に接続されており、補正された画像情報が情報制
御部３２０へ入力するようになっている。
【０１２３】
なお、情報制御部３２０は、信号線３３４を介して単体のプリンタプロセッサ１４の露光
制御部に接続されており、プリンタで必要な情報（画像情報及び各画像に対応する露光補
正情報等）をオンラインデータとして出力することができる。
【０１２４】
本実施形態では、未現像のフィルム１６は、磁気情報をフィルムプロセッサ１２の磁気情
報再生部２０で読み取った後に、現像処理を行い、バイパス１２８を介してネガキャリア
３１０へ搬送する。
【０１２５】
一方、既に現像がなされたフィルム１６は、途中挿入口１０６から挿入し、スキャナ３０
０の磁気情報再生部６２で磁気情報を読み取ってからネガキャリア３１０へ搬送する。
【０１２６】
ここで、磁気情報再生部２０を通過するフィルム１６は、現像処理前であるために汚れ成
分は殆ど無い。このため、磁気情報再生部２０の記録ヘッド３４及び読取ヘッド３２は汚
れ難く、メインテナンス（清掃）の回数を減らすことができる。
【０１２７】
一方、磁気情報再生部６２は、フィルムプロセッサ１２を通った現像処理直後のフィルム
１６が通過しない分、読取ヘッド３２に汚れが生じ難く、磁気情報再生部６２の読取ヘッ
ド３２のメインテナンス（清掃）の回数を減らすことができる。
【０１２８】
なお、画像データを出力する画像出力装置（本実施形態では情報制御部３２０に相当）は
、感光材料処理装置１０に一体となっても良いし、感光材料処理装置１０の外に設けてオ
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ンラインで電気的に接続されていても良いし、別装置でも良い。
【０１２９】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１に記載の感光材料処理装置は、既に現像されたフィルムを
処理する場合には、フィルムの磁気情報の読み取りは、 に
設けられた磁気情報読取手段を用い、未現像のフィルムを処理する場合には、フィルムプ
ロセッサのフィルム入口側に設けられた磁気情報読取手段を用いて

は用いないので、各磁気情報読取手段に汚れが生じ難くなり、メインテナンス
（清掃）の回数を低減し、効率的な処理を行うことができるという優れた効果を有する。
【０１３０】

【０１３１】

【０１３２】

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の適用された感光材料処理装置の概略を示す斜視図である。
【図２】第１の実施形態に係る感光材料処理装置の内部構成を示す斜視図である。
【図３】磁気情報再生部の斜視図である。
【図４】図３に示す磁気情報再生部の正面図である。
【図５】図３に示す磁気情報再生部の側面図である。
【図６】フィルムを磁気情報再生部へ搬送するように切り換えた搬送経路切換装置付近の
側面図である。
【図７】フィルムをバイパスへ搬送するように切り換えた搬送経路切換装置付近の側面図
である。
【図８】フィルムを途中挿入口から挿入した状態を示す搬送経路切換装置付近の側面図で
ある。
【図９】第２の実施形態に係り、プリンタプロセッサの磁気情報再生部付近の側面図であ
る。
【図１０】（Ａ）は第２の実施形態に係るプリンタプロセッサの磁気情報再生部の側面図
であり、（Ｂ）はローラが読取ヘッドから離間した状態を示す磁気情報再生部の側面図で
ある。
【図１１】（Ａ）は他の実施形態に係るプリンタプロセッサの磁気情報再生部の側面図で
あり、（Ｂ）は読取ヘッドがローラから離間した状態を示す磁気情報再生部の側面図であ
る。
【図１２】第３の実施形態に係る感光材料処理装置の概略を示す斜視図である。
【図１３】第３の実施形態に係る感光材料処理装置の内部構成を示す側面図である。
【符号の説明】
１０　　感光材料処理装置
１２　　フィルムプロセッサ
１４　　プリンタプロセッサ
１６　　フィルム
３２　　読取ヘッド（磁気情報読取手段）
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画像入力装置のフィルム入口側

画像入力装置の磁気情
報読取手段

　なお、離間手段によって、画像入力装置に設けた磁気情報読取手段と、フィルムプロセ
ッサを通過した後のフィルムと、を簡単に離間させることができる。

請求項２に記載の感光材料処理装置は、既に現像されたフィルムを処理する場合には、フ
ィルムの磁気情報の読み取りは、プリンタのフィルム入口側に設けられた磁気情報読取手
段を用い、未現像のフィルムを処理する場合には、フィルムプロセッサのフィルム入口側
に設けられた磁気情報読取手段を用いてプリンタの磁気情報読取手段は用いないので、各
磁気情報読取手段に汚れが生じ難くなり、メインテナンス（清掃）の回数を低減し、効率
的な処理を行うことができるという優れた効果を有する。

　なお、離間手段によって、画像入力装置に設けた磁気情報読取手段と、フィルムプロセ
ッサを通過した後のフィルムと、を簡単に離間させることができる。



６８　　印画紙（感光材料）
１２６　センサ（検出手段）
１２８　バイパス（離間手段）
２１２　ローラ（離間手段）
２１６　アーム（離間手段）
２１８　バネ（離間手段）
２２２　ソレノイド（離間手段）
３２０　情報制御部（出力装置）
３２６　ビデオセンサ（画像入力装置）
３２８　画像処理部（画像入力装置） 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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